
4
月
に
発
生
し
た
熊
本
地
震
に
対
し
て
、
公
明
党
は
、
国
に

お
い
て
早
期
に
被
災
地
支
援
の
補
正
予
算
を
成
立
さ
せ
、
被
災

者
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
住
宅
の
供
給
や
道
路
復
旧
、
橋
梁
修

繕
、
観
光
政
策
を
進
め
て
い
ま
す
。横
浜
市
で
も
発
生
後
の
早

い
段
階
か
ら
、
現
地
支
援
を
開
始
し
被
災
者
の
受
け
入
れ
体
制

を
整
備
し
て
き
ま
し
た
。

　
現
地
に
対
し
、
必
要
な
物
資
を
届
け
る
と
と
も
に
、
延
べ
約

5
5
0
人
の
派
遣
を
行
い
ま
し
た
。避
難
所
の
運
営
、
り
災
証

明
発
行
や
災
害
廃
棄
物
処
理
業
務
、
水
道
復
旧
・
下
水
管
の
調

査
、
被
災
者
の
医
療
・
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
対
応
業
務
等
の
支
援
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。派
遣
に
は
、

横
浜
市
の
職
員
の
他
に
、
横
浜
市

医
師
会
、
水
道
工
事
事
業
者
等
の

協
力
も
得
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
一
日
も
早
い
復

旧
・
復
興
の
た
め
に
、
被
災
者
に

寄
り
添
い
、
横
浜
市
か
ら
の
支
援

を
推
進
し
、
公
明
党
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
力
を
活
用
し
迅
速
な
対

応
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
本
年
4
月
１
日
よ
り
、
市
内
唯
一
の
防
災
学
習
施
設
で
あ
る

「
横
浜
市
民
防
災
セ
ン
タ
ー
」
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
と

な
り
ま
し
た
。こ
の
施
設
で
は
、
地
震
な
ど
の
体
験
を
通
じ
て
、

誰
で
も
、
楽
し
み
な
が
ら
、
わ
か
り
や

す
く
防
災
・
減
災
に
つ
い
て
学
ぶ
こ

と
が
で
き
、市
民
の
防
災
力
向
上
が
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
公
明
党
は
当
セ
ン
タ
ー
の
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
に
対
し
て
、災
害
劇
場
や

地
震
体
験
、
け
む
り
体
験
、
暗
闇
体
験

等
施
設
の
拡
大
、ス
タ
ッ
フ
の
充
実
や

防
災
教
育
へ
の
活
用
の
充
実
を
求
め
、

従
来
よ
り
も
明
る
く
魅
力
あ
る
セ
ン

タ
ー
に
な
る
よ
う
要
望
し
て
き
ま
し

た
。

　
臨
場
感
あ
ふ
れ
る
映
像
で
、
災
害

の
恐
ろ
し
さ
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
「
災
害
シ
ア
タ
ー
」
や
、

震
度
7
ま
で
の
揺
れ
や
、
過
去
の
地
震
、
今
後
起
こ
り
う
る
地

震
、
そ
し
て
、
戸
建
住
宅
か
ら
超
高
層
ビ
ル
ま
で
の
揺
れ
な
ど

を
体
験
で
き
る「
地
震
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
」、
映
像
や

音
響
な
ど
の
演
出
で
、
地
震
、
風
水
害
、
火
災
な
ど
の

発
生
か
ら
、
避

難
ま
で
を
体

験
し
、
身
を
守

る
た
め
の
行

動
を
学
ぶ
こ

と
が
で
き
る

「
減
災
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
ル
ー

ム
」
な
ど
が
整

備
さ
れ
ま
し

た
。

●時間／8：00～21：00（土・日・祝日を含む毎日） ●Eメール／callcenter@city.yokohama.jp

Tel.045-664-2525 Fax.045-664-2828
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民衆の
声

ボイ
ス

熊
本
地
震
災
害

熊
本
地
震
災
害

平成28年第2回定例会の論戦から平成28年第2回定例会の論戦から平成28年第2回定例会の論戦から

福
島

直
子
（
中
区
選
出
）

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
、
法
律
で
定
め
ら
れ
た
使

途
に
加
え
、
一
定
の
枠
内
で
自
治
体
が
定
め
る

事
務
に
も
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
市
は

こ
の
た
び
「
小
児
医
療
費
支
給
」
の
手
続
き
に
お

い
て
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
活
用
す
る
こ
と
を
提
案
し
て
き
ま
し
た

の
で
考
え
方
を
確
認
し
ま
し
た
。

　
林
市
長
は
、
他
都
市
か
ら
転
入
し
た
家
庭
の
手
続
き
に
お
い
て

必
要
な
前
居
住
地
か
ら
の
収
入
証
明
を
、
申
請
者
の
手
を
煩
わ
せ

る
こ
と
な
く
確
認
で
き
る
よ
う
に
な
る
等
の
利
便
性
向
上
に
期

待
し
て
い
る
と
答
え
ま
し
た
。

議
案
関
連
質
疑

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
条
例
の
一
部
改
正
で
利
便
性
向
上

　
高
齢
者
の
需
要
が
拡
大
し
て
い
る
「
生
活
援
助
」
を
確
実
に
提

供
す
る
た
め
、
市
は
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
事
業
者
の

指
定
基
準
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
を
提
案
し
ま
し
た
。

　
掃
除
、
洗
濯
、
買
い
物
援
助
な
ど
必
ず
し
も
専
門
的
資
格
を
必

要
と
し
な
い
分
野
に
は
、
一
定
の
研
修
を
経
た
新
た
な
介
護
従
事

者
が
携
わ
れ
る
こ
と
と
し
て
人
材
の
す
そ
野
を
拡
大
す
る
と
と

も
に
、
介
護
保
険
の
効
率
的
運
用
を
目
指
す
も
の
で
す
が
、
サ
ー

ビ
ス
水
準
を
ど
の
よ
う
に
維
持
す
る

の
か
質
問
し
ま
し
た
。

　
市
長
は
、
各
訪
問
介
護
事
業
所
の

「
サ
ー
ビ
ス
提
供
責
任
者
」
が
監
督
責

任
者
と
し
て
当
た
る
こ
と
を
義
務
付

け
る
と
共
に
、市
作
成
の
標
準
テ
キ
ス

ト
に
基
づ
く
研
修
に
よ
り
水
準
を
維

持
す
る
と
答
え
ま
し
た
。

「
横
浜
市
訪
問
型
生
活
援
助
サ
ー
ビ
ス
」

充
実
め
ざ
す

竹
内

康
洋
（
神
奈
川
区
選
出
）

　
選
挙
権
年
齢
が
「
20
歳
以
上
」
か
ら
「
18 
歳
以

上
」
に
な
り
ま
し
た
。選
挙
は
若
者
世
代
が
市
政

に
参
加
す
る
一
つ
の
方
法
で
す
が
、
本
来
は
若

者
の
社
会
参
画
や
政
策
形
成
へ
の
か
か
わ
り
等

が
大
切
で
あ
り
、
若
者
の
ニ
ー
ズ
や
意
見
を
市
政
に
反
映
さ
せ
る

方
法
を
考
え
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。そ
こ
で
、
若
者
が
市
政

に
関
わ
る
機
会
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
市
長
に
質
問
し

ま
し
た
。

　
市
長
は
、
若
者
の
社
会
へ
の
参
加
意
識
の
醸
成
を
支
援
し
、
地

域
の
一
員
と
し
て
主
体
的
・
積
極
的
に
市
政
に
関
わ
っ
て
い
た

だ
く
こ
と
は
、
将
来
の
横
浜
を
担
う
人
材
育
成
の
た
め
に
大
変
重

要
。今
後
も
産
学
民
官
に
よ
る
政
策
イ
ベ
ン
ト
や
小
中
学
生
が
地

域
づ
く
り
に
参
加
す
る
等
、
若
い
世
代
が
市
政
に
関
わ
る
機
会
を

充
実
さ
せ
て
い
く
と
答
弁
し
ま
し
た

　
公
明
党
は
、
東
京
都
議
会
で「
都
内
の
ど
こ
で
も
、
誰
で
も
一
目

で
分
か
る
共
通
の
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
を
普
及
さ
せ
る
べ
き
だ
」
と
提

案
。都
営
地
下
鉄
等
の
交
通
機
関
を
中
心
に
、
援
助
や
配
慮
の
必

要
な
方
の
意
思
表
示
を
行
う
た
め
の
「
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
」
の
配
布

を
始
め
、
全
国
的
な
普
及
に
力
を
入
れ
て
き
て
い
ま
す
。そ
こ
で
、

本
市
の
考
え
を
市
長
に
質
問
し
ま
し
た
。

　
市
長
は「
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
」は
、
広
域
的
に
導
入
さ
れ
る
の
で
あ

れ
ば
、
援
助
や
配
慮
の
必
要
な
方
々
に
有
効
。本
市
と
し
て
も
、
東

京
都
か
ら
の
呼
び
か
け
に
お
応
え
す
る
方
向
で
、
近
隣
の
自
治
体

と
調
整
し
な
が
ら
、
導
入
に
向
け
て
検
討
を
進
め
て
い
く
と
答
弁

し
ま
し
た
。

若
者
の
市
政
へ
の
関
わ
り
に
つ
い
て

一
般
質
問

誰
に
で
も
優
し
い
社
会
の
構
築
に
つ
い
て

横
浜
市
も
全
力
で
支
援

横
浜
市
も
全
力
で
支
援

横
浜
市
民
防
災
セ
ン
タ
ー
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

横
浜
市
民
防
災
セ
ン
タ
ー
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

防災・減災対策を着実に推進！防災・減災対策を着実に推進！



　
公
明
党
が
平
成
10 
年
か
ら
提
案
し
て
き
た
中
学
校
の

ス
ク
ー
ル
ラ
ン
チ
が「
ハ
マ
弁
」と
し
て
実
現
し
、
こ
の
ほ

ど
、
全
1
4
7
校
中
、
第
1
期
実
施
校
12 
校
で
7
月
1
日

か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
3
校
は
緑
区
の
霧
が
丘
学
園(

後
期
課
程
の
み)

、
田

奈
中
、
十
日
市
場
中
。4
校
は
青
葉
区
の
谷
本
中
、
あ
か
ね

台
中
、
緑
ケ
丘
中
、
市
ヶ
尾
中
。5
校
は
都
筑
区
の
川
和

中
、
茅
ヶ
崎
中
、
都
田
中
、
荏
田
南
中
、
中
川
西
中
で
す
。第

2
期
以
降
は
10 
月
よ
り
順
次
実
施
さ
れ
ま
す
。

　「
家
庭
弁
当
」
と
事
前
予
約
に

よ
る
「
ハ
マ
弁
（
横
浜
型
配
達
弁

当
）」
の
ど
ち
ら
も
選
べ
る
お
昼

ご
飯
の
体
制
を
整
え
た
取
組
み

で
、
例
え
ば
、
家
か
ら
ご
飯
だ
け

持
参
し
、牛
乳
だ
け
注
文
す
る
な

ど
様
々
な
状
況
に
対
応
し
ま
す
。

「ハマ弁」（横浜型配達弁当）の第1期実施校と販売価格の決定について「ハマ弁」（横浜型配達弁当）の第1期実施校と販売価格の決定について「ハマ弁」（横浜型配達弁当）の第1期実施校と販売価格の決定について
●販売価格●

ごはん おかず

ごはん おかず 汁物

汁物

汁物汁物

牛乳

牛乳

牛乳牛乳

ごはん おかず

ごはん おかず

＋

＋ ＋

＋ ＋

＋ ＋ ＋

＋

360円

390円

440円

470円

110円30円 80円
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〔
旭
区
〕

和
田
卓
生

●
市
民
・
文
化
観
光
・
消
防
委
員
会

●
大
都
市
行
財
政
制
度
特
別
委
員
会

　
副
委
員
長

〔
瀬
谷
区
〕

加
納
重
雄

●
こ
ど
も
青
少
年
・
教
育
委
員
会

●
基
地
対
策
特
別
委
員
会

●
神
奈
川
県
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
議
会
議
員

仁
田

昌
寿

●
建
築
・
都
市
整
備
・
道
路
委
員
会

●
減
災
対
策
推
進
特
別
委
員
会

〔
南
区
〕

■
副
団
長

〔
泉
区
〕

源
波
正
保

●
温
暖
化
対
策
・
環
境
創
造
・

　
資
源
循
環
委
員
会

●
基
地
対
策
特
別
委
員
会

●
神
奈
川
県
内
広
域
水
道
企
業
団
議
会
議
員

〔
中
区
〕

福
島
直
子

●
水
道
・
交
通
委
員
会

●
大
都
市
行
財
政
制
度
特
別
委
員
会

●
神
奈
川
県
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
議
会
議
員

■
政
務
調
査
会
副
会
長

〔
港
北
区
〕

望
月
康
弘

●
国
際
・
経
済
・
港
湾
委
員
会

●
孤
立
を
防
ぐ
地
域
づ
く
り

特
別
委
員
会

●
市
会
運
営
委
員
会
副
委
員
長

〔
神
奈
川
区
〕

竹
内
康
洋

●
温
暖
化
対
策
・
環
境
創
造
・

　
　
資
源
循
環
委
員
会
副
委
員
長

●
観
光
・
創
造
都
市
・
国
際
戦
略

特
別
委
員
会

●
市
会
運
営
委
員
会

■
政
務
調
査
会
事
務
局
長

〔
鶴
見
区
〕

尾
崎

太

●
健
康
福
祉
・
医
療
委
員
会

●
基
地
対
策
特
別
委
員
会
委
員
長

〔
青
葉
区
〕

行
田
朝
仁

●
政
策
・
総
務
・
財
政
委
員
会

副
委
員
長

●
観
光
・
創
造
都
市
・
国
際
戦
略

特
別
委
員
会

〔
戸
塚
区
〕

中
島
光
徳

●
こ
ど
も
青
少
年
・
教
育
委
員
会

●
減
災
対
策
推
進
特
別
委
員
会

副
委
員
長

〔
港
南
区
〕

安
西
英
俊

●
建
築
・
都
市
整
備
・
道
路
委
員
会

副
委
員
長

●
健
康
づ
く
り
・
ス
ポ
ー
ツ
推
進

特
別
委
員
会

〔
金
沢
区
〕

竹
野
内
猛

●
市
民
・
文
化
観
光
・
消
防
委
員
会

●
孤
立
を
防
ぐ
地
域
づ
く
り

特
別
委
員
会

●
市
会
運
営
委
員
会

皆
さ
ま
の
、い
ち
ば
ん
近
く
で
動
く
、
働
く
。

横
浜
市
会
公
明
党
で
す
。

皆
さ
ま
の
、い
ち
ば
ん
近
く
で
動
く
、
働
く
。

横
浜
市
会
公
明
党
で
す
。

皆
さ
ま
の
、い
ち
ば
ん
近
く
で
動
く
、
働
く
。

横
浜
市
会
公
明
党
で
す
。

〔
保
土
ケ
谷
区
〕

■
副
団
長

斉
藤
伸
一

●
健
康
福
祉
・
医
療
委
員
会
委
員
長

●
減
災
対
策
推
進
特
別
委
員
会

■
政
務
調
査
会
会
長

〔
都
筑
区
〕

斎
藤
真
二

●
水
道
・
交
通
委
員
会
委
員
長

●
観
光
・
創
造
都
市
・
国
際
戦
略

特
別
委
員
会

新
し
い
構
成
に
よ
り
議
会
が
ス
タ
ー
ト

〔
緑
区
〕

■
団
長

高
橋
正
治

●
政
策
・
総
務
・
財
政
委
員
会

●
大
都
市
行
財
政
制
度
特
別
委
員
会

■
横
浜
市
会
第
56
代
副
議
長

〔
磯
子
区
〕

加
藤
広
人

●
国
際
・
経
済
・
港
湾
委
員
会

●
健
康
づ
く
り
・
ス
ポ
ー
ツ
推
進

特
別
委
員
会

4
月
8
日
に
N
P
O
法
人
自
殺
対

策
支
援
セ
ン
タ
ー
・
ラ
イ
フ
リ
ン
ク

の
清
水
康
之
代
表
を
迎
え
て
勉
強
会

を
開
催
。4
月
26
日
に
は
東
京
・
足
立

区
の
事
業
の
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

　
足
立
区
で
は
10 
年
間
で
1
6
1
6

人
が
自
殺
。
ま
た
、
亡
く
な
る
前
に
約

72
％
の
人
が
何
ら
か
の
相
談
機
関
を

訪
れ
て
い
ま
し
た
。「
自
殺
は
、追
い
込

ま
れ
た
末
の
死
」で
す
。

　
横
浜
市
で
も
平
成
26
年
に
5
6
0

人
が
自
殺
で
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、

悩
み
の
サ
イ
ン
に
気
づ
き
、支
援
に
つ

な
げ
る
シ
ス
テ
ム
の
確
立
の
た
め
、視

察
や
勉
強
会
で
学
ん
だ
内
容
を
踏
ま

え
市
の
対
策
計
画
策
定
へ
の
提
言
を

し
て
い
き
ま
す
。

自殺対策の前進へ～宮崎県、東京・足立区の取組みを視察自殺対策の前進へ～宮崎県、東京・足立区の取組みを視察自殺対策の前進へ～宮崎県、東京・足立区の取組みを視察

4月8日ライフリンク・清水代表を迎えて勉強会（横浜市会棟内・会議室）

　
公
明
党
市
議
団
は
毎
年
恒
例
と

な
っ
て
い
る
政
策
懇
談
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

　
各
種
団
体
か
ら
の
要
望
を
受
け

る
と
と
も
に
、
施
策
の
現
状
と
課

題
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
ま

し
た
。横
浜
の
急
速
に
進
行
す
る

高
齢
社
会
に
向
け
た
取
り
組
み
、

女
性
の
活
躍
、
子
育
て
環
境
の
充

実
、
経
済
の
活
性
化
、
な
ど
多
く
の

要
望
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
今
後
、
こ
れ
ら
の
ご
意
見
、
要
望

事
項
を
検
証
し
、
来
年
度
以
降
の
政

策
課
題
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

平成29年度予算編成に向け各種団体との政策懇談会を開催平成29年度予算編成に向け各種団体との政策懇談会を開催平成29年度予算編成に向け各種団体との政策懇談会を開催

　
平
成
18 
年
7
月
か
ら
開
設
さ
れ
た

「
小
児
救
急
電
話
相
談
（
い
い
ナ
ー
ス

1
1
7
4
）」。公
明
党
が
平
成
16 
年
か

ら
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
も
制
度
の
拡
充
を
要
望

し
、
相
談
時
間
帯
の
延
長
な
ど
実
現
し

て
き
ま
し
た
。小
さ
な
子
ど
も
を
持
つ

親
が
子
ど
も
の
急
病
に
際
し
、
直
接
電

話
で
相
談
で
き
る
窓
口
と
し
て
、
高
い

実
績
を
上
げ
て
い
ま
す
。

　
一
方
で
、
高
齢
者
の
方
々
が
安
心
し

て
老
後
を
暮
せ
る
社
会
を
築
く
こ
と

も
急
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。介
護
に
関

す
る
様
々
な
こ
と
は
、
福
祉
保
健
セ
ン

タ
ー
や
地
域
ケ
ア
プ
ラ
ザ
で
も
相
談

で
き
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
増
加
が
見
込

ま
れ
る
認
知
症
の
方
や
そ
の
介
護
者

へ
の
支
援
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
も
必

要
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
本
会
議
な
ど
で
、
幅
広
い
年
代
に

対
応
す
る
相
談
体
制
の
拡
充
が
不
可

欠
で
あ
る
と
訴
え
、
早
期
実
現
に
向
け

て
働
き
か
け
て
き
ま
し
た
。そ
の
結

果
、
今
年
１
月
15 
日
か
ら
、
小
児
か
ら

成
人
の
全
年
齢
に

対
応
し
た
救
急
電

話
相
談
が
開
始
さ

れ
、
6
月
か
ら
は

24
時
間
の
対
応
に

な
り
ま
し
た
。

全年齢に対応した救急電話相談《♯7119》を開始全年齢に対応した救急電話相談《♯7119》を開始全年齢に対応した救急電話相談《♯7119》を開始

　
公
明
党
市
議
団

は
、
行
政
や
地
域

の
課
題
に
市
と
市

民
・
団
体
等
が
協

働
し
て
取
り
組
む

事
業
を
推
進
し
て

い
ま
す
。
共
創
フ

ロ
ン
ト
は
そ
の
取

り
組
み
の
一
つ

で
、
社
会
的
課
題

の
解
決
に
取
り
組
む
た
め
に
、
民
間
企
業
・
団

体
の
皆
さ
ん
か
ら
の
ご
相
談
・
ご
提
案
を
受

け
付
け
、
市
の
各
区
局
と
調
整
の
上
具
体
的
な

事
業
を
創
出
し
て
い
ま
す
。先
ご
ろ
、
そ
う
し

た
共
創
事
業
と
し
て
実
現
し
た
、
横
浜
市
と
地

図
メ
ー
カ
ー
の
株
式
会
社
ゼ
ン
リ
ン
が
、
大
規

模
地
震
発
災
時
に
お
け
る
下
水
道
の
早
期
復

旧
の
た
め
に
開
発
し
た
「
電
子
住
宅
地
図
シ
ス

テ
ム
」に
つ
い
て
話
を
聞
き
、
意
見
交
換
し
ま
し

た
。

　
同
シ
ス
テ
ム
は
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
や
ノ
ー

ト
パ
ソ
コ
ン
に
搭
載
し
て
現
場
で
利
用
で
き

る
の
が
特
徴
で
す
。Ｇ
Ｐ
Ｓ
機
能
で
調
査
場
所

に
迅
速
に
入
る
こ
と
を
可
能
に
し
、
調
査
票
を

現
場
で
デ
ー
タ
入
力
し
て
完
成
し
ま
す
。事
務

作
業
の
手
間
も
省
き
ま
し
た
。

　
こ
の
電
子
地
図
シ
ス
テ
ム
活
用
の
取
り
組

み
で
市
と
ゼ
ン
リ
ン
は
昨
年
9
月
、国
土
交
通

大
臣
賞「
循
環
の
み
ち
下
水
道
賞
」（
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
部
門
）を
受
賞
し
て
い
ま
す
。

官民連携「共創フロント」事業を視察～下水道復旧に電子地図を活用官民連携「共創フロント」事業を視察～下水道復旧に電子地図を活用官民連携「共創フロント」事業を視察～下水道復旧に電子地図を活用

＊煮込みハンバーグ弁当＊




